
（茨城県）

４
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
継
承 

「
魁
の
精
神
」に
よ
る
人
づ
く
り

　

周
知
の
通
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
大
日
本
帝
国

憲
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）

年
２
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
国
会
の
創
設

（
明
治
23
／
１
８
９
０
年
11
月
）
と
併
せ
、
近
代
社

会
に
ふ
さ
わ
し
い
本
格
的
な
地
方
自
治
制
度
の
魁

（
先
駆
け
）と
し
て
、
明
治
22
年
４
月
１
日
、
市
制
・

町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
国
31
の
市

が
ま
ず
誕
生
し
た
。
同
年
度
中
に
は
東
京
市
を
含

む
別
の
９
市
が
新
た
に
誕
生
。
初
年
度
の
市
制
施

行
都
市
は
計
40
市
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
40
市
は
、

旧
藩
時
代
か
ら
城
下
町
な
ど
、
地
域
の
中
心
と
し

て
機
能
し
て
い
た
都
市
ば
か
り
だ
。
そ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
今
日
も
都
道
府
県
庁
所
在
都
市
や
そ
れ
に

準
ず
る
都
市
へ
と
発
展
、
地
域
の
中
核
的
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　

中
で
も
、
江
戸
時
代
初
期
に
、
将
軍
を
輩
出
、

あ
る
い
は
補
佐
す
る「
家
」を
意
味
す
る
徳
川「
御
三

家
」
と
し
て
出
発
し
、
江
戸
期
を
通
じ
て
政
治
的
・

文
化
的
に
ひ
と
き
わ
重
き
を
置
か
れ
た
水
戸
藩
の

中
心
地
も
ま
た
、「
水
戸
市
」
と
し
て
、
最
初
の
31

市
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
※
水
戸
市
の

市
制
施
行
時
の
人
口
は
２
万
５
５
９
１
人
、
本
年

10
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口

総
数
は
26
万
８
２
３
１
人
、
人
口
の
ピ
ー
ク
は
平

成
28
／
２
０
１
６
年
の
27
万
１
０
４
７
人
）。

　

水
戸
の
中
心
市
街
地
（
城
下
町
地
区
）
は
、
市
制

施
行
以
前
の
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
に
実
施
さ
れ

た
廃
藩
置
県
を
契
機
に
、
一
足
早
く
、
茨
城
県
の

県
庁
所
在
地
と
も
な
っ
た
。
従
っ
て
、
水
戸
の
地

に
お
け
る
、
現
茨
城
県
エ
リ
ア
の
中
心
地
と
し
て

の
役
割
は
、
慶
長
14
（
１
６
０
９
）
年
の
水
戸
藩
誕

生
以
来
、
今
日
ま
で
４
０
０
年
以
上
も
続
い
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
水
戸
市
は
わ
が
国
の
地
方
自
治

制
度
の
根
幹
で
あ
る
「
都
市
の
魁
（
先
駆
け
）」
の
一

つ
で
、
こ
の
「
魁
」
と
い
う
言
葉
は
、
水
戸
市
の
現

在
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る
基
本
理
念

と
も
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
現
行「
水
戸
市
第
６
次
総
合
計
画（
以
下
、

第
６
次
総
合
計
画
）」
の
愛
称
は
「
み
と
魁
プ
ラ
ン
」

だ
。
こ
の
場
合
の
「
魁
」
は
、
産
業
振
興
や
子
育
て

支
援
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
、
防
災
の
ま
ち
づ
く

り
な
ど
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
・
活
力
を
ア
ッ
プ
し
、

人
口
減
少
抑
制
を
目
指
す
た
め
に
実
施
さ
れ
る
「
地

域
の
未
来
へ
の
先
行
投
資
と
し
て
の
施
策
全
般
」

を
、
市
民
に
示
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る
。
未
来

市 政 ル ポ 水
み と

戸市

高
たかはし

橋　靖
やすし

水戸市長

市
民
と
共
に
創
り
未
来
に
躍
動
す
る《
魁
》の
ま
ち
!!

基
盤
は
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
に
よ
る
次
世
代
の
育
成
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を
見
据
え
、
世
に
先
ん
じ
て
行
動
す
る
こ
と
を
促

す
魁
の
精
神
は
「
水
戸
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
―
第
２
次
―
（
以
下
、
第
２
次
創
生
総

合
戦
略
）」
の
基
本
理
念
と
も
当
然
、

通
底
し
て
い
る
。

　
「
魁
の
精
神
こ
そ
は
、
実
は
水
戸
藩

が
始
ま
っ
て
以
来
、
水
戸
藩
士
に
常

に
求
め
ら
れ
た
、
伝
統
的
な
精
神
の

在
り
方
の
一
つ
な
の
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
高
橋
靖
水
戸
市

長
だ
。「
例
え
ば
、
水
戸
黄
門
の
異
名

で
知
ら
れ
、
明
治
時
代
の
完
成
に
至

る
ま
で
二
百
数
十
年
間
に
わ
た
り
事

業
が
継
承
さ
れ
た
、
前
代
未
聞
の
壮

大
な
出
版
事
業
『
大
日
本

史
』
の
編
さ
ん
を
主
導
し
た

水
戸
藩
第
２
代
藩
主
・
徳
川

（
水
戸
）光
圀
公（
寛
永
５
／

１
６
２
８
年
～
元
禄
13
／

１
７
０
０
年
）
が
、
編
さ
ん
の
基
本
理
念
と
し
て
示

し
た
『
彰
往
考
来
／
過
去
を
明
ら
か
に
し
て
未
来
を

考
え
る
』の
精
神
は
、
今
日
に
も
通
用
す
る《
真
理
》

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

光
圀
公
の
学
問
や
教
育
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
は
、

学
問
は
実
際
に
役
立
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す

る
《
実
用
の
学
問
》
や
、
学
問
を
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
ど
う
生
き
る
べ
き
か
を
自
ら
知

る
こ
と
と
す
る
《
人
の
人
た
る
道
を
知
る
た
め
の
学

問
》
と
い
う
言
葉
な
ど
に
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
彰
往
考
来
の
精
神
と
併
せ
、
非
常
に
科
学
的
・

実
証
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
治
者
と
し
て
の
確
固

た
る
基
本
理
念
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
光
圀
公
の
学
問
を
重
ん
じ
る
精
神
は
、

第
９
代
藩
主
・
徳
川
（
水
戸
）
斉
昭
公
（
寛
政
12
／

１
８
０
０
年
～
万
延
元
／
１
８
６
０
年
）
と
、
そ
の

ブ
レ
ー
ン
で
あ
る
会
澤
正
志
斎
や
藤
田
東
湖
ら
が

発
展
的
に
継
承
し
、
尊
王
攘
夷
思
想
や
『
天
下
の
魁

た
ら
ん
と
す
る
精
神
』
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。
そ
れ
ら
の
基
本
理
念
は
、
斉
昭
公
が

創
設
し
た
日
本
最
大
級
の
藩
校『
弘
道
館
』

で
の
教
え
な
ど
を
通
じ
て
、
水
戸
藩
士
は

も
と
よ
り
、
幕
末
維
新
期
に
改
革
の
志
を

立
て
た
全
国
の
若
者
た
ち
に
、
大
き
な
思

想
的
影
響
を
与
え
、
明
治
維
新
実
現
の
原

動
力
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
現
代
の
価
値
観
に
は
そ
ぐ

わ
な
い
部
分
も
、
多
々
あ
る
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
先
人
の
教
え
か
ら
真
理
を
学
ぼ

う
と
す
る
彰
往
考
来
の
精
神
や
、
空
理
空

論
で
な
い
速
や
か
な
行
動
力
を
伴
っ
た
理
論
構
築

を
大
切
に
す
る
魁
の
精
神
は
、
世
の
中
全
般
に
閉

塞
感
が
漂
う
現
代
に
こ
そ
有
効
な
、
何
事
に
も
通

じ
る
基
本
理
念
に
な
り
得
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。『
第
６
次
総
合
計
画
』
や
『
第
２
次
創
生
総
合

戦
略
』
の
基
本
理
念
に
、
魁
と
い
う
文
言
を
受
け
継

ぎ
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
標
榜
し
て
い
る
の
も
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
理
念
や
達
成
目
標
は
、
速

や
か
に
実
践
し
、
成
果
を
出
し
て
こ
そ
、
初
め
て

市
民
の
負
託
に
応
え
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
、
当

然
の
考
え
方
か
ら
な
の
で
す
」（
高
橋
市
長
）

　

高
橋
市
長
は
衆
議
院
議
員
秘
書
を
経
て
、
平
成

７
（
１
９
９
５
）
年
５
月
か
ら
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
８
月
ま
で
水
戸
市
議
会
議
員
を
、
平
成
17
年
９

月
か
ら
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
１
月
ま
で
茨
城
県

議
会
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ
務
め
た
後
、
平
成
23
年
５

月
に
実
施
の
水
戸
市
長
選
に
出
馬
し
、
当
選
。
本

年
５
月
か
ら
４
期
13
年
目
に
入
っ
て
い
る
。

徳川光圀公の発案で200年以上の歳月をかけ編さんされた
「大日本史編纂の地」記念碑（旧水戸城三の丸エリア）

栃木県の那須山脈を源流に茨城県で海に注ぐ那珂川はか
つて、水戸藩の経済を支える物流の大動脈だった

幕末維新の底流を成す尊王攘夷主義の原動力となった水戸藩の藩校・弘道館
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「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
」が
形
成
す
る 

わ
が
ま
ち
の
未
来
づ
く
り

　

水
戸
市
に
お
け
る
伝
統
的
な
魁
の
精
神
は
、
地

元
の
経
済
お
よ
び
文
化
を
振
興
し
、
人
口
減
少
の

抑
制
に
も
資
す
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
の
た
め
の
基
本
理
念
の
柱
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
わ
け
だ
が
、
水
戸
市
は
そ
の
絶
対
的
な
基
盤

に「
次
世
代
教
育
の
推
進
」を
据
え
て
い
る
。

　

そ
こ
に
こ
そ
、
水
戸
藩
以
来
の
教
育
重
視
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
、
ま
さ
に
「
水
戸
市
ら
し
さ
」
の
表

象
と
も
言
う
べ
き
特
徴
が
、
端
的
に
示
さ
れ
て
い

る
と
言
え
る
。

　
「
魁
の
精
神
を
実
践
す
る
基
盤
は
、
そ
れ
を
実
行

で
き
る
よ
う
な
人
材
の
育
成
に

あ
り
、
育
成
の
要
諦
を
成
す
の

は
、
幼
少
期
か
ら
の
適
切
な
教

育
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
私

自
身
、
次
世
代
へ
の
教
育
こ
そ

が
、
現
代
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
最
重
要
基
盤
と
考
え
、『
第

６
次
総
合
計
画
／
み
と
魁
プ
ラ

ン
』
に
お
い
て
も
、
多
様
な
施

策
・
事
業
を
通
じ
て
、
本
市
な

ら
で
は
の
『
水
戸
ス
タ
イ
ル
の

教
育
』
を
追
究
し
、
実
践
し
て

い
る
の
で
す
」（
高
橋
市
長
）

　

水
戸
市
教
育
委
員
会
が
作
成

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
水
戸
ス

タ
イ
ル
の
教
育
」
に
よ
れ
ば
、「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の

教
育
と
は
、
水
戸
の
先
人
の
教
え
を
基
底
に
、
次

世
代
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
確

か
な
学
力
の
定
着
や
、
郷
土
を
愛
し
、
社
会
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
心
の
育
成
を
図
る
取
組
等
を
、

先
進
的
に
進
め
る
教
育
」と
定
義
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
に
は
、
そ
れ
ら

の
基
本
理
念
を
基
盤
と
し
つ
つ
、
教
育
現
場
で
の

メ
ソ
ッ
ド
の
方
向
性
を
示
す
《
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ

ン
》《
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ン
》《
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
》

《
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン
》の
四
つ
の
プ
ラ
ン（
取
り
組
み

の
方
向
性
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
プ
ラ

ン
に
お
け
る
「
主
要
目
標
」「
具
体
的
な
取
組
」
の
概

要
は
、
お
よ
そ
次
の
通
り
だ
（
水
戸
市
教
育
委
員
会

「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
」よ
り
抜
粋
、
一
部
要
約
）。

◇
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
［
主
要
目
標
／
確
か
な
学
力

の
定
着
、
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
の
育
成
］

・
学
力
向
上
サ
ポ
ー
タ
ー
の
活
用
（
水
戸
市
任
用
の

非
常
勤
講
師
を
小
中
学
校
に
配
置
、
習
熟
度
に
応

じ
た
指
導
、
少
人
数
指
導
で
学
力
向
上
を
図
る
）。

／
・
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
に
よ
る
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学

習
の
実
践
（
個
々
の
習
熟
度
に
応
じ
た
問
題
に
本
人

が
納
得
い
く
ま
で
取
り
組
み
、
つ
ま
ず
き
の
多
い

単
元
を
個
別
重
点
的
に
指
導
す
る
こ
と
で
効
果
的

な
学
習
を
実
践
）。
／
・
大
学
と
の
連
携
「
つ
な
が

る
学
び 

み
と
☆Future College
」
の
実
践
（
茨
城

大
学
・
常
磐
大
学
・
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
・
筑

波
大
学
と
連
携
し
、
大
学
教
授
や
大
学
生
と
交
流

し
な
が
ら
、
専
門
的
な
知
識
や
技
能
な
ど
に
触
れ

る
こ
と
で
、
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
醸
成
）。

／
・
そ
の
他
（
中
学
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、
大
学

生
サ
ポ
ー
タ
ー
や
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に

よ
る
数
学
に
特
化
し
た
学
習
相
談
の
実
施
、
１
人

１
台
端
末
か
ら
得
ら
れ
る
個
別
の
教
育
デ
ー
タ
に

応
じ
た
指
導
の
充
実
ほ
か
）。

◇
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ラ
ン
［
主
要
目
標
／
英
会
話
力
の

向
上
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
、
次
世
代
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
］

・
英
語
指
導
助
手
の
活
用（
小
中
学
校
に
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
配

置
し
、
実
践
的
な
英
会
話
力
を
醸
成
）。
／
・
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ 

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
（
Ａ
Ｅ
Ｔ
を
中

心
に
友
達
と
英
会
話
に
よ
る
体
験
活
動
を
実
施
。
英

語
漬
け
の
環
境
で
英
会
話
力
を
向
上
）。
／
・
次
世

代
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
育
成
（
小
学
６
年
生
・
中
学
１

夏の風物詩「水戸黄門まつり」は、水戸黄門カーニバル、山車やみこしの
競演、水戸偕楽園花火大会など、多彩な内容で人気

水戸スタイルの教育《キャリアプラン》の一環で実施されている「おもてなしボ
ランティア活動」の様子（二の丸角櫓内）
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水戸市　市 政 ル ポ

（茨城県）

年
生
を
対
象
に
、
学
校
の
枠
を

超
え
た
交
流
を
図
り
、
難
度
の

高
い
科
学
や
数
学
、
芸
術
な
ど

の
課
題
に
協
働
で
取
り
組
む
こ

と
で
、
児
童
生
徒
た
ち
の
学
び

の
意
欲
を
促
進
）。
／
・
情
報

活
用
能
力
の
育
成
（
１
人
１
台

端
末
や
大
型
提
示
装
置
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
、
児
童

生
徒
た
ち
の
情
報
活
用
能
力
を

向
上
）。

◇
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン［
主
要
目
標

／
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育
て
る

教
育
の
充
実
、
世
界
に
誇
る
水

戸
芸
術
館
と
連
携
し
た
芸
術
教
育
の
充
実
、
体
験
学

習
の
充
実
］

・
お
も
て
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
（「
水
戸

の
梅
ま
つ
り
」で
来
訪
す
る
観
光
客
向
け
に
、
小
中
学

生
が
観
光
案
内
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施
ほ

か
）。
／
・
水
戸
教
学
の
推
進
（
水
戸
が
生
ん
だ
偉
大

な
先
人
の
教
え
を
学
び
、
自
己
の
生
き
方
に
生
か
す

た
め
の
学
び
の
場
の
実
現
）。
／
・
水
戸
な
ら
で
は
の

芸
術
教
育
（
世
界
に
誇
る
水
戸
芸
術
館
と
の
連
携
に

よ
る
、
多
彩
な
芸
術
体
感
教
育
の
実
践
）。
／
・
宿

泊
を
伴
う
自
然
教
室
の
実
施
（
中
学
２
年
生
を
対
象

に
、
泊
り
が
け
の
自
然
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

友
達
と
の
絆
や
豊
か
な
心
の
醸
成
を
図
る
）。

◇
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ン［
主
要
目
標
／
い
じ
め
の
未
然
防

止
、
い
じ
め
の
早
期

発
見
・
早
期
対
応
］

・
あ
い
さ
つ
運
動

（
地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

の
連
携
に
よ
る
あ

い
さ
つ
運
動
の
実

施
）／
・
１
人
１
台

端
末
を
活
用
し
た

校
内
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
窓
口（
１
人
１

台
端
末
を
活
用
し
、

児
童
生
徒
た
ち
が

教
職
員
に
対
し
、

い
じ
め
を
含
め
た

相
談
を
行
え
る
体

制
の
構
築
）。
／
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
い
じ
め
に
関
す

る
講
演
会
（
中
学
生
を
対
象
に
有
識
者
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
た
い
じ
め
へ
の
対
処
法
を
指
導
）。

　

以
上
、
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
を
推
進
す
る
各

種
プ
ラ
ン
の
概
要
を
ご
紹
介
し
た
が
、
そ
の
き
め

細
や
か
さ
や
独
自
性
と
と
も
に
目
立
つ
の
が
「
１
人

１
台
端
末
」
を
使
っ
た
、
多
様
な
取
り
組
み
だ
。
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進
は
、
全
国
共
通
の

取
り
組
み
課
題
だ
が
、
児
童
生
徒
た
ち
の
日
常
生

活
の
悩
み
解
決
に
も
自
在
に
端
末
を
活
用
す
る
水

戸
ス
タ
イ
ル
は
、
双
方
向
性
の
高
い
情
報
端
末
の

特
性
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
一
つ
の
モ
デ
ル

と
し
て
、
優
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
地
域
内
外
の
大
学
の
教
員
、
大
学
生
、

水戸スタイルの教育《キャリアプラン》の一環で実施される中学2年生向け事業
「宿泊を伴う自然教室」（ラフティング）

毎年2月半ばから3月半ばまで開催の「水戸の梅まつり」は、偕楽園および弘道
館が会場

市制施行100周年を記念し建設された水戸芸術館は市民の誇る国際的アート空
間であり、子どもたちの学びの場でもある

水戸芸術館で開催された中学生のための音楽鑑賞会（水戸スタイルの芸術教育
の一環）の様子
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高
校
生
な
ど
が
、
小
中
学
生
と
盛
ん
に
交
流
す
る

様
子
は
、
ま
さ
に
藩
校
・
弘
道
館
譲
り
の
、
教
え

と
学
び
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
、
地
域
ぐ
る
み
の

伝
統
的
取
り
組
み
と
言
え
る
。

ま
ち
な
か
に
息
づ
く「
教
育
立
市
・
水
戸
」

の
多
様
な
魅
力
と
活
力

　
「
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
の
最
大
の
目
的
の
一
つ

は
、
先
人
た
ち
の
教
育
を
大
切
に
す
る
思
い
を
引

き
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
一
人
一
人
が
自
分
の
確
か

な
夢
を
自
ら
見
つ
け
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

学
び
が
持
つ
《
喜
び
》
を
、
児
童
生
徒
た
ち
に
体
感

し
て
も
ら
う
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

水
戸
藩
時
代
か
ら
教
育
を
重
視
し
て
き
た
、
水

戸
と
い
う
場
だ
か
ら
こ
そ
実
現
が
可
能
な
学
び
を

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
域
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
結

果
、
将
来
的
に
た
と
え
水
戸
市
を
離
れ
た
と
し
て

も
、
水
戸
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
誇
り
を
持

て
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が
必
ず
や
精
神
的
な
基
盤
と

な
り
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
上
で
の
助
け
に
な
る

は
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
教
え
の
場
や
仕
組

み
を
児
童
生
徒
た
ち
に
提
供
す
る
の
は
、
そ
う
信

じ
て
い
る
か
ら
な
の
で
す
。

　

本
音
を
言
い
ま
す
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
働
き
で
、
サ

ケ
が
生
ま
れ
た
川
に
戻
り
た
く
な
る
よ
う
な
、
そ

ん
な
効
果
も
期
待
し
ま
す
が
（
笑
）、
そ
れ
は
そ
れ

と
し
て
、
故
郷
で
仲
間
た
ち
や
先
生
方
と
し
っ
か

り
楽
し
く
学
び
合
い
、
育
ま
れ
た
記
憶
は
、
一
生

の
宝
物
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
水
戸

ス
タ
イ
ル
の
教
育
の
推
進
に
は
、
私
自
身
、
そ
ん

な
思
い
も
込
め
て
お
り
ま
す
」（
高
橋

市
長
）

　

水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
を
基
盤
に

実
施
さ
れ
て
い
る
、
水
戸
市
の
次
世

代
育
成
の
成
果
は
、
若
者
た
ち
に
よ

る
「
自
主
的
な
社
会
参
画
意
識
」
の
向

上
を
も
促
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
児

童
生
徒
た
ち
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
促
進
は
前
出
《
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ

ン
》
な
ど
に
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
令

和
４
年
度
に
は
生
涯
学
習
課
が
市
の

各
部
署
と
市
内
の
高
校
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
結
ぶ
窓
口
活
動
を
開
始
。

そ
の
結
果
、
令
和
５
年
10
月
に
開
催

さ
れ
た
、
恒
例《
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
》で
は
、

８
２
８
人
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る

な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
「
当
然
」
と
考
え
る

高
校
生
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
21
の
高
校
か
ら
本
年
８
月
現
在
、

74
人
の
若
者
た
ち
が
参
加
す
る
常
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
《
水
戸
市
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
ズ
会
》
は
昭
和
50

（
１
９
７
５
）
年
設
立
と
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

ま
た
、
大
学
生
以
上
の
世
代
が
中
心
的
に
参
加
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
《
み
と
青
年
会
》
も
、
昭
和

56（
１
９
８
１
）年
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

水
戸
市
に
お
け
る
若
者
た
ち
の
地
域
へ
の
参
画

意
識
は
、
こ
の
よ
う
に
、
伝
統
的
な
土
壌
と
し
て

元
々
あ
っ
た
。
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
は
、
そ
の

土
壌
を
さ
ら
に
幅
広
く
、
強
固
な
も
の
に
し
つ
つ 多くの高校生がボランティアとして運営を支える「水戸黄門漫遊マラソン」

見事な梅林で知られる偕楽園（日本三名園）は、藩校・弘道館と共に水戸藩
士の人材育成の基盤となった

かつての水戸城の堀であり、偕楽園の借景としても人気の千波湖は、市民
の憩いの場
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あ
る
施
策
と
も
言
え
る
。

　

さ
て
、
水
戸
市
の
市
街
地
を
歩
い
て
い
て
つ
く

づ
く
感
じ
る
の
は
、
ま
ち
の
そ
こ
こ
こ
に
、
水
戸

藩
設
立
以
来
４
０
０
年
以
上
を
か
け
、
培
わ
れ
て

き
た
独
特
の
風
土
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
だ
。
現

代
的
な
ビ
ル
群
で
構
成
さ
れ
る
中
心
市
街
地
に
隣

接
し
て
、
千
波
湖
が
あ
り
、
千
波
湖
を
見
下
ろ
す

高
台
に
は
徳
川
斉
昭
公
が
つ
く
っ
た
日
本
三
名
園

の
一
つ「
偕
楽
園
」が
広
が
る
。

　

偕
楽
園
か
ら
中
心
市
街
地
を
挟
ん
で
、
水
戸
城

跡
が
あ
り
、
幕
末
の
尊
王
攘
夷
思
想
を
リ
ー
ド
し

た
藩
校
の
弘
道
館
が
あ
る
。
ま
た
、
水
戸
城
跡
の

域
内
に
は
、
隣
接
す
る
弘
道
館
の
衣
鉢
を
継
ぐ
か

の
よ
う
に
、
古
い
伝
統
を
持
つ
市
立
小
・
中
学
校

な
ど
が
立
地
し
て
い
る
。

　

偕
楽
園
・
千
波
湖
と
水
戸
城
跡
・
弘
道
館
の
中

間
点
に
位
置
す
る
中
心
市
街
地
に
は
、
水
戸
ス
タ

イ
ル
の
教
育
の
《
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
》
に
も
関
わ
る

水
戸
芸
術
館
（
平
成
２
／
１
９
９
０
年
、
水
戸
市
市

制
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
竣
工
・
開
館
）
が

あ
る
。
水
戸
芸
術
館
の
向
か
い
に
は
、
本
年
７
月

に
正
式
開
館
（
竣
工
は
令
和
４
年
10
月
）
し
、
文
化

ホ
ー
ル
と
し
て
充
実
し
た
機
能
を
持
つ
２
代
目
市

民
会
館
が
、
モ
ダ
ン
な
た
た
ず
ま
い
で
立
地
し
て

い
る
。

　

徳
川
斉
昭
公
が
弘
道
館
と
偕
楽
園
を
同
時
期
に

つ
く
っ
た
の
は
、
緊
張
を
強
い
ら
れ
る
勉
学
の
場
・

弘
道
館
の
学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
緊
張

を
ほ
ぐ
す
よ
う
な
憩
い
の
場
も
必
要
と
い
う
「
一
張

一
弛
」
の
観
点
か
ら
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
以
来
、

４
０
０
年
を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
独
特
の
風
土

が
息
づ
く
市
街
地
の
様
子
は
、
こ
の
一
張
一
弛
を

体
現
す
る
か
の
よ
う
な
、
水
戸
市
の
「
メ
リ
ハ
リ
の

あ
る
ま
ち
な
み
」
に
由
来
し
て
い
る
も
の
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

今
回
の
取
材（
８
月
25
日
）に
当
た
り
、
こ
の
よ
う

に
近
世
・
近
代
・
現
代
が
、
魅
力
的
に
融
合
す
る
水

戸
市
の
市
街
地
を
歩
い
て
み
て
、
も
う
一
つ
、
非
常

に
目
立
っ
て
い
た
の
が
、
水
戸
ス
タ
イ
ル
の
教
育
を

享
受
す
る
世
代
の
、
小
中
高
校
生
た
ち
の
元
気
な
姿

だ
。
夏
休
み
も
後
半
の
時
期
だ
っ
た
せ
い
か
、
Ｊ
Ｒ

水
戸
駅
近
く
に
集
中
し
て
立
地
す
る
学
習
塾
や
予
備

校
周
辺
に
は
、
常
に
多
く
の
児
童
生
徒
た
ち
の
明
る

く
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
市
民
会
館
の

ラ
ウ
ン
ジ
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
勉
強
や
休
憩
の
ス
ペ
ー
ス
）

で
、
静
か
に
机
に
向
か
う
若
者
た
ち
の
姿
も
印
象
的

だ
っ
た
。
さ
ら
に
、

水
戸
ス
タ
イ
ル
の

教
育
の
総
本
山「
総

合
教
育
研
究
所
」１

階
の
、
土
曜
だ
け

自
習
・
学
習
の
使

用
が
可
能
な
情
報

プ
ラ
ザ
で
は
、
や

は
り
静
か
に
机
に

向
か
う
児
童
生
徒

た
ち
の
姿
が
見
ら

れ
る
そ
う
だ
。

　

ま
た
令
和
４
年

11
月
に
は
、
水
戸

ス
タ
イ
ル
の
教
育
に
も
関
わ
っ
て
い
る
茨
城
大
学
・

常
磐
大
学
の
学
生
た
ち
が
、「
若
者
た
ち
の
転
出
者

を
減
ら
す
た
め
の
効
果
的
な
方
法
」「
若
者
の
転
入

者
増
加
に
有
効
な
雇
用
」「
す
べ
て
の
人
が
自
分
ら

し
く
生
活
で
き
る
都
市
の
実
現
に
必
要
な
も
の
」

な
ど
の
テ
ー
マ
で
行
う
「
若
者
に
よ
る
エ
ビ
デ
ン

ス
に
基
づ
く
政
策
提
言
発
表
会
」
が
、
高
橋
市
長

の
出
席
の
下
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

活
発
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
整
然
と
し

た
、
児
童
生
徒
た
ち
の
日
常
的
な
た
た
ず
ま
い
や
、

青
年
た
ち
が
地
域
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

そ
れ
に
対
し
て
行
政
が
丁
寧
に
耳
を
傾
け
る
、
こ

う
し
た
「
構
造
的
な
在
り
方
」
に
こ
そ
、
水
戸
ス
タ

イ
ル
の
教
育
が
目
指
す
成
果
の
一
つ
が
、
既
に
示

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
取
材
・
文
＝
遠
藤
隆
／
取
材
日
＝
令
和
５
年
８
月
25
日
）

水戸スタイルの教育の総本山・総合教育研究所1F情報プラザは児童生徒た
ちの自習スペースとしても活用されている

水戸市にとって2代目となる「市民会館」は水戸市最新のランドマーク
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